
牧之原市地域おこし協力隊（個人委託型） 募集要項 

 

１ 募集の背景 

 静岡県中部に位置する温暖な気候の牧之原市は、お茶の大産地で「深蒸し茶」発祥の地で

す。また、長い日照時間を利用した果物や花卉栽培も盛んです。 

陸（東名高速道路）海（御前崎港）空（富士山静岡空港）の玄関口で皆様をお出迎えし、

約 15km の海岸線にある２か所の海水浴場では、初夏の訪れの合図に「草競馬大会」が開催

され、日中はサーフィン等のマリンスポーツ、夏夜は海上花火大会の２面性を体感していた

だけます。 

そんな牧之原市では、都市地域から人材を積極的に勧誘し、地域活性化を目指す活動を行

いながら、牧之原市への定住及び定着を図ることを目的に、平成 27年度から地域おこし協

力隊事業を実施しています。 

地域おこし協力隊の活動や地方との関わりに興味関心のある方は積極的にご応募くださ

い。 

 

２ 活動内容 

2020 東京五輪を契機としたレガシー創出及び継承事業 

①  海外のスポーツ団体との交流推進 

・海外スポーツ団体及び選手等との交流推進に係る事務 

・海外スポーツイベント招聘等に係る事務 

②  海外の青少年育成団体等との青少年交流推進 

・海外団体等とのスポーツ・文化交流の推進に係る事務 

③ アクションスポーツの普及・啓発及び交流推進 

④  沿岸部活性化や市内産業等の振興に係る海外事業者等との連携推進 

 

３ 募集人員 

１人 

 

４ 募集対象 

(１) 令和７年４月１日現在で 20歳以上の方(性別、国籍不問) 

(２) 三大都市圏の都市地域又は政令指定都市に住んでいて、採用後に牧之原市内に生

活の拠点を移し、住民票を異動できる方 

※三大都市圏の都市地域…条件不利地域(過疎法、山村振興法、離島振興法の指定地

域)以外の地域 

(３) 2020 東京五輪のレガシー創出及び継承に興味があり、心身が健康で、かつ、牧之

原市で行う地域おこし協力隊の活動に意欲と情熱を持っている方 



(４) 海外スポーツ団体等と連携した経験があり、スポーツ交流についての知識を有し

ている方 

(５) 普通運転免許を有する方、又は採用までに取得見込の方 

(６) パソコン(ワード、エクセルなど)の一般的な操作及び各種 SNS を利用した情報発

信を積極的に行える方 

(７) 委嘱期間を全うする意思があり、委嘱期間終了後も牧之原市に定住する意思のあ

る方 

(８) 地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条に規定する欠格条項に該当せず、

心身ともに健康で、誠実に活動を行うことができる方 

 

５ 勤務（活動）場所 

牧之原市役所榛原庁舎５階 秘書広報課内 

 

６ 任用形態 

 牧之原市と業務委託契約を締結します。（市長が、地域おこし協力隊として委嘱） 

 ※ 雇用契約はありません。 

 

７ 委嘱期間 

委嘱の日から当該委嘱の日の属する年度の３月 31 日まで 

※ 活動状況や実績を勘案して最長３年まで更新することができます。 

※ 隊員としてふさわしくないと判断した場合、委嘱期間中であっても委嘱を取り消す

ことがあります。 

 

８ 勤務日数及び勤務時間 

(１) 勤務日 

１か月原則 20 日（週５日）。 

(２) １日の勤務時間 

１日７時間、週 35 時間を基本とします。 

 

９ 委託料等 

委託料は、年額 550 万円（報償費等 350 万円（月額 29 万１千円）、活動経費 200万円）を

上限とし、予算の範囲内で支給します。 

※ 委託料の支払いは前月分の報償費を活動報告書等に基づき翌月支払います。当該月

に活動経費を要した場合には、報償費とあわせて支払いします。活動に要する費用は、

活動報告書等（日報、月報、委託料請求書）に基づき、市が必要と認めたものについて、

予算の範囲内で別途支給します。（上限 200 万円） 



 ※ １か月の活動日数が 20日に満たない場合は、委託料を日割り計算により支給します。 

 

 

10 待遇及び福利厚生 

(１) 国民健康保険、国民年金は自己加入となります。 

(２) 雇用保険の加入はありません。 

(３) 傷害、損害賠償保険など、活動中の事故等に適用される保険への加入をお勧めしま

す。なお、保険料は予算の範囲内で市が負担します。 

(４) 業務遂行に支障とならない範囲で副業は可能です。 

(５) 活動期間中の住居賃貸料の一部を市が負担します。(５万円を上限) 

(６) 活動に使用する車両を、車両借上料及び燃料費として、上限 35,000 円/月を活動費

として支払います。 

(７) 消耗品費、研修費等は市が予算の範囲内で支給します。（事前申請） 

(８) 転居にかかる費用、生活備品、光熱水費、食費等は個人負担とします。 

 

11 応募手続 

(１) 応募受付期間 

令和７年３月１日から令和７年３月 21 日まで 

(２) 提出方法 

郵送又は持参 

(３) 提出書類 

・ 応募用紙(市ホームページよりダウンロードしてください。) 

※ 右の QR コードから電子申請も可能です。 

・ 活動計画書 

・ 収支計画書 

・ 住民票（本籍や個人番号の記載は不要） 

・ 普通運転免許の写し 

(４) 申込み・問合せ先 

〒421-0495 静岡県牧之原市静波 447 番地１ 

牧之原市役所榛原庁舎５階 企画政策部秘書広報課 

TEL 0548-23-0040 FAX 0548-23-0040 E-mail: koryu@city.makinohara.lg.jp 

 

12 選考 

(１) 一次選考 

書類選考の上、結果を応募者に応募用紙に記載された電子メールに送信します。 

(２) 二次選考 



一次選考合格者を対象に牧之原市役所にて二次選考(面接)を行います。 

詳細については、一次選考結果の連絡でお知らせします。 

なお、二次選考(面接)に要する交通費等は個人負担とします。 

(３) 最終選考結果の報告 

最終結果報告は、文書で通知します。 

※ 合格者（内定者）とは、活動場所の確認や着任に向けた打合せを行います。 

 

13 その他 

(１) 応募を検討されている方に対し、一次選考前に必要に応じて事前相談を行います。

これは、応募者と市がお互いの考えを共有し、応募後の相違点を極力少ないものにす

るために行うものです。ご希望の方は、企画政策部地域振興課（直通 0548-23-0053）

までご連絡ください。 

(２) 選考の経過及び問合せには、一切お答えしませんので、あらかじめご了承ください。 

(３) 選考結果にかかわらず、応募書類はお返ししませんので、ご承知おきください。 


